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昨年よりも手応えのある予選が出来た開幕戦！！ 

セットに悩みながらも進化を感じ取れた鈴鹿ラウンド！！ 

・開催サーキット：鈴鹿サーキット ( 5.807km) 

・レース時間：5時間 

・チーム：T’s concept 

・マシン：T’s concept 86 (TOYOTA86) 

・カーナンバー：♯28  

・クラス：ST-4 

・ドライバー：A東 徹次郎  B DAISUKE  

        C森山 鉄也  D植田 正幸       

 



公式予選（3月 31日） 

◆Weather：晴れ ◆Course：ドライ  

  

 今年からタイヤサプライヤーがヨコハマタイヤからピレリタイヤに変更にな

り、マシンの動きもセットアップにも変化が見られました。 

プラクティスからずっと、コーナーミドルから出口付近でのフロントが軸にな

ってリアが抜けてしまうようなオーバーステアに悩まされていました。 

前後のスタビライザーを硬くしても根本的な動きは変わらずで、予選は逆にフ

ロントのスタビライザーを戻し、リアのバネレートを 21キロから 19キロに下

げて全体的に少し車を動かして接地圧を上げる方向で臨みました。 

 予選開始と同時にコースインします。 

周りのハチロク勢も一斉に出たのでタイヤに熱を入れながら予選アタックへの

位置取りをし、前が開始した瞬間に自分も行こうと決めていました。 

アタック 1周目の 2コーナーで、やはりコーナーの中でオーバーステアに。 

ただ、リアタイヤがまだ完全にグリップが来ていなかったので、そこを意識し

ながら S字コーナーを攻めていきました。 

計測 1周目は前日の自己ベストとほぼ同タイムです。 

 2周目は前の周で滑った部分を修正しながら、前半部分を攻めました。 

タイヤのグリップも良い感じでしたし、乗っていても 1周目よりタイムが速そ

うなのは感じていました。 

が、バックストレートで前方に 55号車がアタックをやめてインサイドにいる

のが見えます・・・。 

向こうも更に減速するか加速するかをしてくれたら良かったのですが、ちょう

ど 130Rに進入するのに嫌な間隔になってしまい、そこで若干ブレーキを当て

たことでベストタイムを更新出来ず・・・。 

結局この後もタイムアップ出来ず、Aドライバー予選を 5位で終えます。 

 Bドライバー予選は DAISUKE選手も走るたびに慣れてきてタイムを更新

し、ラストアタックで 26秒前半まで来て良い感じで予選を終えました。 

C、Dドライバー予選では燃料を積んで決勝想定をしながら、車高を思い切っ

てあげてみたりしてマシンの変化を見たのですが、根本的な動きは変わらず、

決勝に向けてのセットアップに課題の残る予選となりました。 

A・B合算ではクラス 8位となりました。 

 

 



予選結果：8位 4’49.451（A・B合算タイム） 

A：2’23.230  B:2’26.221  C:2’25.935 D:2’25.842   

 

 

 



決勝（4月 1日） 

◆Weather：晴れ ◆Course：ドライ  

 

 予選の感じからチームと決勝に向けた打ち合わせをし、決勝はリアのバネレ

ートを 21キロに戻してフロントのアライメントを若干変更しました。 

 スタートは DAISUKE選手、そして植田選手、森山選手と繋いで自分がラス

トのスティントという作戦です。 

タイヤ交換もちょうど半分の森山選手へと交代する際に、一度交換という作戦

でした。 

 スタートしてすぐに他クラスのマシンがストップしたことで今年から採用に

なったフルコースイエローになります。 

そして解除後、順調に走行を重ねます。 

DAISUKE選手も昨年と比べてもラップタイムも安定し、ガソリンが軽くなる

につれてしっかりとラップタイムも上がってきて、予定通り植田選手へ。 

植田選手も 2スティント目のタイヤで辛い中、ベテランならではの走りで安定

した走行を続けます。 

 植田選手から森山選手のタイミングでタイヤ交換です。 

タイヤが良くなったことでここから森山選手がハイペースで徐々に前との差を

詰めていきます。 

そしてラスト 1時間 15分で自分がコースへ。 

 自分も 2スティント目のタイヤ、そしてコースイン直後はガソリンも多く車

が重い状態なので、まずは様子見の感じで走り始めました。 

マシンバランス的には若干アンダーステアからの、週末ずっと苦しんできたオ

ーバーステア気味の傾向でした。 

ただコントロール出来る範囲ではあるので、なるべく横滑りさせないよう、ト

ラクションを意識しながらステアリングを早く戻すことを意識してアクセルに

集中しながら走りました。 

 ガソリンが軽くなるにつれて順調に 26秒台中盤での走行にもなってきたと

思ったら、ある一定のところからタイヤの踏ん張りが厳しくなってきて、26秒

後半から 27秒台ペースに。 

しかしながら、トップのマシンから一気に離されるわけでもなく、逆に 8位走

行中だった 18号車も抜きましたし、1周遅れでしたが 3位走行中だったマシ

ンも抜くことが出来ました。 

レースペース自体はそこまで悪くなかったと言えます。 

 ミッションは自分の走り初めから 6速が渋くなってきていたのと、5速も少



しシンクロが痛んできていたので、特に丁寧にシフトアップすることを意識し

ました。 

レース終盤に 27号車がストップしたこともあり、最終的にクラス 7位でチェ

ッカーを受けました。 

 29号車も序盤に足回りのトラブルがあったものの 11位で完走し、ダブル完

走で開幕戦を終えました。 

 

決勝結果：7位（自己ベストタイム：2’26.503） 

 

 



反省 

 

 今回はピレリタイヤに変更になってから最初のレースでしたが、週末を通し

てフロントを軸にリアが抜けてしまうオーバーステアに苦しみました。 

車高を変えても、スタビライザーを変えても、バネレートを変えても根本的な

症状が消えないので、次戦に向けての課題です。 

セットアップを煮詰めきれなかった Aドライバーとしての責任もあるので、自

分もこの経験をしっかり次に活かしていかなければと感じます。 

ただ、ダンパーも次戦までに一度オーバーホールをして仕様変更もするかもし

れないので、次の SUGO ラウンドが今から楽しみになります。 

 苦しみはしましたが、昨年の鈴鹿と比べて予選タイムも決勝のペースも秒単

位で速くなっているので、確実な進化を感じた開幕戦になりました。 

また、中団グループの争いには入っていますし、Aドライバー予選ではトップ

5にも入ってきているので、上位陣の中に割って入り、まずはしっかり表彰台

に立てるよう、次に向けて頑張ります。 

  

 

 

 



最後に 

 

 今回のレースもたくさんのご支援ご声援、有難うございました。 

このチームで 2年目となり、今年も Aドライバーとして走るからこその責任と

プレッシャーがあります。 

しかしながら、昨年の経験もあるので自分としても今年はより結果を求めてい

きたいと思っております。 

このチャンスをしっかりと活かし、まずは早く表彰台に立てるようにチーム一

丸となって頑張ります。 

昨年の鈴鹿と比べてもかなりタイムも良くなっているので、次戦も楽しみで

す。 

次戦は 4月 28，29日にスポーツランド SUGOで 3時間レースとなります。 

そして 6月の最初の週末は、いよいよ日本でも久しぶりの 24時間レースが富

士で開催となります。 

 

次戦も今回の反省を踏まえて全力で頑張りますので、どうぞ今後とも御支援御

声援の程、宜しくお願い致します。 

 

2018年 4月 4日 

東 徹次郎 

 

 


